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元
旦
開
催
の
マ
ラ
ソ
ン
と
し

て
、
国
内
で
最
も
歴
史
の
あ
る

「
村
上
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
63

回
目
の
こ
の
大
会
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
１
４
６
５
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。

　

午
前
９
時
50
分
に
親
子
や
友

達
な
ど
と
二
人
一
組
で
走
る
ペ

ア
マ
ラ
ソ
ン
が
ス
タ
ー
ト
。
そ

の
後
、
部
門
ご
と
に
次
々
と
ス

タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
も
降
り
ま
し
た
が
、

雪
も
な
く
ま
ず
ま
ず
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
参
加
者
は
家

族
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
て
、

城
下
町
を
駆
け
抜
け
、
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

※�

村
上
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
始
ま
り

　
（
故
）
高
橋
喜
代
次
氏
（
山
辺

里
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
「
サ
ン
シ

ル
ベ
ス
ト
レ
レ
ー
ス
」
に
倣
い
、

昭
和
31
年
元
旦
午
前
０
時
の
除

夜
の
鐘
を
合
図
に
、
親
子
４
人

で
自
宅
か
ら
羽
黒
神
社
ま
で
の

往
復
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

今年も元旦に走りぞめ
─ 第63回 村上市元旦マラソン大会 ─

動画配信中
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大
会
結
果

　

申
込
時
に
市
内
に
住
所
が
あ
っ
た
入
賞
者

（
氏
名
の
上
の
数
字
は
順
位
）
を
部
門
ご
と

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
種
目
は
10

位
以
内
、
中
学
生
以
上
は
８
位
以
内
で
す
。

　

※�

入
賞
者
が
い
な
か
っ
た
種
目
は
、
省
略

し
て
い
ま
す

１
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

１
３
５
組
参
加

２
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　

83
組
参
加

２
㎞
男
子
小
学
生
低
学
年

　

１　

阿あ

部べ　

謙け
ん

明め
い

（
松
沢
）

　

５　

遠と
お

山や
ま　

蓮れ
ん

（
坂
町
）

　

６　

田た

中な
か　

絢じ
ゅ
ん

（
牛
屋
）

　

10　

小こ
ば

林や
し　

孝こ
う

志し

朗ろ
う

（
大
津
）

２
㎞
女
子
小
学
生
低
学
年

　

４　

時と
き

田た　

眞ま

子こ

（
中
野
）

　

７　

小こ
ば

林や
し　

佑う

綾あ

（
海
老
江
）

　

10　

竹た
け

内う
ち　

詩し

栞お
り

（
岩
船
上
町
）

３
㎞
男
子
小
学
生
高
学
年

　

４　

松ま
つ

田だ　

虎こ

宇う

太た

（
田
端
町
）

　

５　

鈴す
ず

木き　

理り

夢む

（
高
根
）

　

６　

小こ
ば

林や
し　

龍り
ゅ

仁う
と

（
海
老
江
）

　

10　

鈴す
ず

木き　

晴は
る

太た

（
高
根
）

３
㎞
女
子
小
学
生
高
学
年

　

８　

津つ

島し
ま　

世せ

奈な

（
岩
船
上
浜
町
）

　

９　

本ほ
ん

間ま　

玲す
ず

（
飯
野
桜
ケ
丘
）

　

10　

近こ
ん

藤ど
う　

瑠る

海か

（
金
屋
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

２　

須す

貝が
い　

仁じ
ん

（
二
之
町
）

　

５　

伊い

与よ

部べ　

悠ゆ
う

人と

（
山
居
町
二
丁
目
）

　

６　

本ほ
ん

間ま　

秀し
ゅ

羽う
ば

（
浜
新
田
）

　

８　

臼う
す

井い　

藍あ
い

大と

（
鳥
屋
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

５　

鈴す
ず

木き　

瑚こ

子こ

（
高
根
）

　

８　

近こ
ん

藤ど
う　

葉よ
う

香か

（
浜
新
保
）

３
㎞
女
子
高
校
生
以
上

　

３　

丸ま
る

山や
ま　

み
ゆ
き（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

３
㎞
男
子
30
歳
～
49
歳

　

５　

平ひ
ら

山や
ま　

裕ひ
ろ

幸ゆ
き

（
七
湊
）

　

６　

小お

竹だ
け　

岳た
か
し

（
緑
町
五
丁
目
）

３
㎞
男
子
50
歳
以
上

　

３　

木き

村む
ら　

浩ひ
ろ
し

（
上
山
田
）

　

４　

新に

井い

田だ　

和か
ず

信の
ぶ

（
大
欠
）

　

５　

石い
し

山や
ま　

德と
く

吉よ
し

（
切
田
）

５
㎞
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

１　

大お
お

嶋し
ま　

晟は
る

生き

（
佐
々
木
）

　

３　

菅す
が

原わ
ら　

琉る

雅が

（
岩
船
三
日
市
）

　

４　

本ほ
ん

間ま　

寿と
し

也や

（
下
新
保
）

　

７　

鈴す
ず

木き　

明あ
き

晴は
る

（
長
政
）

５
㎞
男
子
50
歳
～
59
歳

　

２　

宇う

鉄て
つ　

広ひ
ろ

一い
ち

（
北
大
平
）

　

７　

櫻さ
く

井ら
い　

新し
ん

也や

（
福
田
）

　

８　

鈴す
ず

木き　

健け
ん

次じ

（
猿
沢
）

５
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

１　

斉さ
い

藤と
う　

正ま
さ

幸ゆ
き

（
藤
沢
）

　

２　

佐さ

藤と
う　

敬け
い

一い
ち

（
藤
沢
）

　

５　

鈴す
ず

木き　

政ま
さ

信の
ぶ

（
中
原
）

　

６　

木き

村む
ら　

晴は
る

夫お

（
瀬
波
中
町
）

５
㎞
女
子
高
校
生
～
39
歳

　

１　

薄う
す

田だ　

陽ひ

凪な

（
南
町
二
丁
目
）

　

２　

近こ
ん　

彩あ
や

乃の

（
山
田
）

　

３　

加か

藤と
う　

香か

織お
り

（
庄
内
町
）

　

４　

小お

田だ　

恵け
い

子こ

（
岩
船
上
浜
町
）

　

７　

佐さ

藤と
う　

芳よ
し

美み

（
山
居
町
二
丁
目
）

５
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

４　

竹た
け

内う
ち　

智と
も

子こ

（
小
口
川
）

　

６　

山や
ま

田だ　

琴こ
と

美み

（
藤
沢
）

　

７　

佐さ

藤と
う　

小さ

百ゆ

合り

（
塩
谷
）

10
㎞
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

６　

海か
い

沼ぬ
ま　

和か
ず

孝た
か

（
田
端
町
）

10
㎞
男
子
30
歳
～
39
歳

　

８　

佐さ

藤と
う　

一か
ず

貴き

（
関
口
）

10
㎞
男
子
40
歳
～
49
歳

　

７　

佐さ

久く

間ま　

隆り
ゅ

司う
じ

（
藤
沢
）

10
㎞
男
子
50
歳
～
59
歳

　

８　

菅す
が

原わ
ら　

進す
す
む

（
岩
沢
）

10
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

６　

内う
ち

山や
ま　

武た
け

夫お

（
海
老
江
）

10
㎞
女
子
高
校
生
～
29
歳

　

３　

大お
お

島し
ま　

香か

純す
み

（
大
津
）

10
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

４　

遠と
お

山や
ま　

さ
ゆ
り
（
金
屋
）

　

８　

山や
ま

脇わ
き　

牧ま
き

子こ

（
松
原
町
四
丁
目
）

●
問
い
合
わ
せ

　

村
上
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

実
行
員
会
（
村
上
体
育
館
内
）

　

☎
52
‐
６
３
１
１
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　「
健
康
第
一
」
と
は
、
よ
く
聞
か
れ

る
言
葉
で
す
が
、
自
ら
が
病
気
や
け
が

を
す
る
ま
で
、
こ
の
言
葉
を
意
識
し
て

い
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
通
り
普
段
の
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
、
自
分
の

体
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。
実
際
は
、
体
が
病
気
に
侵
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
体

は
、
自
分
自
身
で
守
っ
て
い
く
し
か
な

い
の
で
す
。

　
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
は
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
続
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
健
（
検
）
診
を
受

け
る
こ
と
と
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
が
、
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

を
検
証
し
ま
す
。

　
１
．村
上
市
に
お
け
る
死
亡
原
因

　

村
上
市
に
お
け
る
死
亡
原
因
で
、
最

も
多
い
も
の
は
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）

で
す
（
表
１
参
照
）。
ま
た
心
疾
患
（
心

筋
梗
塞
な
ど
）
や
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒

中
な
ど
）
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
、
死

亡
原
因
の
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
健
（
検
）
診
な
ど

か
ら
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
を
す
る

こ
と
で
死
亡
に
至
る
可
能
性
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

死
亡
率
は
、
医
療
の
進
歩
な
ど
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
加
齢
に

伴
い
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
高
く
な

り
、
２
人
に
１
人
が
、
が
ん
に
か
か
る

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
部
位
別
の

が
ん
の
死
亡
率
を
み
る
と
、
平
成
25
年

か
ら
、
肺
・
胃
・
大
腸
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
２
参
照
）

特集 健康を第一に

保健医療課健康支援室　伊藤保健師

健（検）診の受診と生活習慣の見直し
で健康な毎日を過ごしましょう

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

１位 肺 胃 肺 肺 肺

２位 胃 肺 胃 胃 胃

３位 大腸 大腸 大腸 大腸 大腸

４位 すい臓 肝臓 すい臓 すい臓 すい臓

５位 肝臓 すい臓 肝臓 肝臓 肝臓

死因

１位 悪性新生物

２位 心疾患
（高血圧症を除く）

３位 老衰

４位 脳血管疾患

５位 肺炎

表２　がん部位別死亡原因状況

表１　死亡原因
　　　（平成27年）

資料：保健福祉年報（村上市）

資料：平成27年保健福祉年報
（村上市）

〜健康むらかみ21計画・村上市食育推進計画（第２次）実施に向けて〜

ことばの豆知識
［健　　診］�健康診断の略で、健康かどう

かを診断するもの。
［検　　診］�特定の病気（がんなど）を早

期に発見するための検査。
［特定健診］�特定健康診査の略で、生活習

慣病予防のための健康診査。

紛らわしい言葉を確認しておきましょう
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２
．村
上
市
の
健（
検
）診
の
状
況

　

村
上
市
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、「
市

国
保
」）
の
特
定
健
診
受
診
率
は
42
・

３
％
（
平
成
27
年
度
）
で
、
県
内
20
市

中
16
位
で
す
（
図
１
参
照
）。
特
定
健

診
の
始
ま
っ
た
平
成
20
年
度
以
降
、

年
々
微
増
傾
向
で
す
が
、
健
康
む
ら
か

み
21
計
画
で
定
め
た
目
標
で
あ
る
受
診

率
60
％
に
は
、
い
ま
だ
届
い
て
い
な
い

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
村
上
市
の
各
種
が
ん
検
診
の

受
診
率
（
平
成
28
年
度
）
も
、
健
康
む

ら
か
み
21
計
画
で
定
め
た
目
標
値
に
、

す
べ
て
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。（
図

２
参
照
）

表３　市国保の脳血管疾患の有病状況（平成28年度）

年代
脳血管疾患者
人数
Ａ

うち高血圧症 うち糖尿病 うち脂質異常症

人数
Ｂ

割合
Ｂ／Ａ

人数
Ｃ

割合
Ｃ／Ａ

人数
Ｄ

割合
Ｄ／Ａ

64歳以下 １４５ 105 72.4% 64 44.1% 79 54.5%

65歳以上 ４５４ 339 74.7% 214 47.1% 282 62.1%

保健医療課健康支援室　瀬賀保健師

３
．生
活
習
慣
病
を
防
ご
う

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
重
要

な
臓
器
（
脳
・
心
臓
・
腎
臓
）
の
異
常

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
、

脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
）

は
、
市
国
保
被
保
険
者
の
64
歳
以
下
の

有
病
率
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
病
気

で
す
。

　

脳
梗
塞
や
脳
卒
中
は
、
脳
の
中
の
血

管
が
詰
ま
っ
た
り
、
や
ぶ
れ
た
り
す
る

こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
そ
の
最
大
危
険

因
子
は
高
血
圧
と
い
わ
れ
て
お
り
、
血

圧
が
高
い
ほ
ど
脳
卒
中
の
発
症
率
は
高

く
な
り
ま
す
。
実
際
に
市
国
保
で
脳
血

管
疾
患
の
方
の
約
７
割
が
高
血
圧
症
に

該
当
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、
重
要
な

臓
器
を
守
る
た
め
に
も
高
血
圧
症
を
予

防
、
悪
化
さ
せ
ず
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
脂

質
異
常
症
や
糖
尿
病
も
血
管
を
傷
め
て

し
ま
う
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。（
表
３
参
照
）

自分の血圧
を管理しま
しょう

70

60

50

40

30

20

10

0
妙
高
市

小
千
谷
市

魚
沼
市

佐
渡
市

燕
市 

見
附
市

南
魚
沼
市

十
日
町
市

糸
魚
川
市

上
越
市

柏
崎
市

新
発
田
市

加
茂
市

胎
内
市

三
条
市

村
上
市

阿
賀
野
市 

五
泉
市

長
岡
市

新
潟
市

58.1 57.6
54.9 53.9 52.7 52.6 51.6 51.4 50.4 50.2 49.8 48.1 48.1 46.0 43.7 42.3 40.0 39.7

35.8 34.7

%

図１　県内20市特定健診受診率（平成27年度）

図２　村上市各種がん検診の受診率（平成28年度）

70

60

50

40

30
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と
」
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
３
年
前
か
ら
健
康
に

良
い
と
思
っ
て
朝
一
番
に
バ
ナ
ナ
を

食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が

自
分
の
す
い
臓
に
負
担
を
か
け
て
い

た
こ
と
を
知
り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
翌
日
か
ら
バ
ナ
ナ
を
最
初

に
食
べ
る
こ
と
は
や
め
、
朝
ご
は
ん

を
、
野
菜
か
ら
食

べ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
他
に
も
、

１
日
に
何
を
ど
の

く
ら
い
食
べ
て
良

い
の
か
、
栄
養
計
算
も
し
て
も
ら
い
、

肉
や
魚
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
取
り

す
ぎ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
驚
き

ま
し
た
。

　

健
診
を
受
け
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う

な
検
査
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
保
健

師
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
話

も
た
く
さ
ん
あ
り
、
健
診
を
受
け
て

良
か
っ
た
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
健
診
を

受
け
て
保
健
師
さ
ん
・
栄
養
士
さ
ん

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分

の
体
の
こ
と
は
、
な
か
な
か
自
分
で

は
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
よ
。

　
健
診
を
受
け
て
良
か
っ
た

齋
藤
ヤ
ス
子
さ
ん
（
石
原
）

　

今
年
、
市
の
健
診
結
果
と
一
緒
に

「
糖
尿
病
二
次
検
査
」
の
用
紙
を
も

ら
い
ま
し
た
。
病
院
へ
行
く
と
、
甘

い
サ
イ
ダ
ー
を
渡
さ
れ
、
飲
む
前
・

30
分
・
60
分
・
１
２
０
分
の
合
計
４

回
採
血
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
な
検
査

で
し
た
が
、
結
果
は
「
異
常
な
し
」。

先
生
か
ら
は
「
血
糖
値
が
下
が
り
づ

ら
い
」
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、

実
際
に
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
、
保
健
師
さ
ん
が
訪
ね
て
来

て
、
検
査
結
果
に
つ
い
て
お
話
し
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
「
す
い
臓
か

ら
出
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
少
な
い

こ
と
」、「
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
て
く
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
人
よ
り
も
遅
い
こ

　

ま
た
、
が
ん
の
原
因
と
し
て
は
、
遺

伝
子
に
つ
く
「
傷
」
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。「
傷
」
が
つ
く
要
因
と
し
て
、

発
が
ん
性
の
あ
る
化
学
物
質
や
放
射

線
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
喫
煙
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
市
特
定
健
診
の
問
診
に

お
け
る
喫
煙
率
は
、
男
性
22
・
９
％
、

女
性
４
・
５
％
と
年
々
減
少
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、
禁
煙
習
慣
が
広
ま
る
に

つ
れ
て
、
喫
煙
と
関
係
の
深
い
肺
が
ん

な
ど
は
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

が
ん
細
胞

が
１
グ
ラ
ム

に
な
る
と
検

診
で
発
見
さ

れ
、
１
キ
ロ

グ
ラ
ム
に
な

る
と
他
の
細

胞
臓
器
は
生
命
維
持
の
機
能
が
果
た
せ

な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

は
治
療
法
な
ど
に
よ
り
、
初
期
で
あ
れ

ば
治
る
病
気
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
と
な
り
ま

す
。

４
．�定
期
的
に
健
（
検
）
診
を

　
　
　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

　

健
（
検
）
診
の
結
果
「
異
常
な
し
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
病
気
に
よ
り
進

行
速
度
も
異
な
る
た
め
、
特
定
健
診
、

肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は

１
年
に
１
回
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
は
２
年
に
１
回
、
必
ず
、
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
健
（
検
）
診
は
受
け
た
か
ら

と
い
っ
て
、
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

再
検
査
（
受
診
が
必
要
）
と
判
定
さ
れ

た
方
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診

し
、
詳
し
い
検
査
を
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
民
の
方
の
体
験
談
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平
成
㉚
年
度
健
康
診
査
申
込
書

（
兼
受
診
状
況
調
査
書
）
を
出
し
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
提
出
は
可
能
で

す
。
書
類
が
届
い
た
世
帯
は
出
し
忘
れ

が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
の
健
（
検
）
診
は
、
市
の
助
成
も

あ
り
大
変
受
け
や
す
い
料
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
平
成
30
年
度
も
健
（
検
）
診

を
受
け
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ

う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す

こ
と
を
防
ぐ
二
次
予
防
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
こ
れ
ま
で
の
健
診
と

は
異
な
り
、
生
活
習
慣
病
を
早
期
に

発
見
す
る
二
次
予
防
だ
け
で
な
く
、

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
疾
患
の
発
症

を
予
防
す
る
一
次
予
防
の
効
果
も
あ

り
ま
す
。

　

病
院
や
診
療
所
に
通
院
す
る
患
者

さ
ん
は
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
、
特
定

健
診
を
受
け
て
主
治
医
と
い
っ
し
ょ

に
治
療
の
効
果
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
自
分
自
身
の
生
活
習
慣
を
評
価

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。今
、病
気
に

か
か
っ
て
い
な
い
人
も
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
、
生

活
習
慣
の
改
善
や
運
動
な
ど
の
一
次

予
防
を
し
っ
か
り
行
い
、
そ
の
効
果

を
確
認
す
る
た
め
に
定
期
的
に
特
定

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
身
近
な
か
か
り
つ

け
医
で
も
定
期
受
診
の
つ
い
で
に
気

軽
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
定
健
診
を

う
ま
く
使
っ
て
一
次
予
防
と
二
次
予

防
を
行
い
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を

確
認
し
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
お
す
す
め

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常

症
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
を
含
む

生
活
習
慣
病
は
、
普
段
の
好
ま
し
く

な
い
生
活
習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発

症
し
進
行
し
て
い
く
病
気
で
す
。
好

ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
と
は
、
か
た

よ
っ
た
食
事
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、

過
度
の
飲
酒
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
な

ど
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
積
み
重
な

る
と
生
活
習
慣
病
発
症
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
生
活
習
慣
が
原
因
」

と
い
う
こ
と
は
、
心
が
け
し
だ
い
で

は
予
防
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
般
に
、
予
防
に
は
疾
患
の
発
症
を

未
然
に
防
ぐ
一

次
予
防
と
、
疾

患
を
早
期
発
見

し
早
期
治
療
す

る
こ
と
で
重
症

お
医
者
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

いが医院
伊賀芳朗 院長

保健医療課健康支援室　小川保健師

保健医療課　信田課長

ピンク色の封筒で
１月上旬に各世帯
に郵送しています

　健康で笑顔あふれる生活が日々お
くれるように特定健診を受け、ご自
身の身体の状態を知ることから始め
てみましょう。
　一人でも多くの方が受診されるこ
とを願っております。
　ぜひ、一歩を踏み出してください。

特集 健康を第一に
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　生
なり

業
わい

や食の体験などを通じて山北地区の
魅力を発信する体験交流メニュー「笹川流
れ波物語り」。その中の「そば打ち」を、農
業や地域での活動を通じて山北地区の皆さ
んと交流している「百姓やってみ隊」の隊
員が体験しました。
　そば打ち台を囲んでの共同作業で、市外
からの参加者と山北地区内の参加者同士
が、和やかに取り組んでいました。

笹川流れ波物語り「そば打ち体験」
交流の館「八幡」12/10

▶
そ
ば
打
ち
の
手
順
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
ま
す

　若者チャレンジコンサート「2017雑音祭」
が行われました。これは地元の若い世代の
音楽グループなどに活動できる場を提供
し、自主的に運営できるように市青少年健
全育成センターが支援して開催しているも
のです。
　この日は、地元の大学生や高校生などの
軽音楽グループが、人気バンドのカバー曲
やオリジナル曲などを披露したり、お笑い
コンビが漫才を行ったりするなど、合計14
組が出演。若者たちが、エネルギッシュな
パフォーマンスを繰り出していました。

若者チャレンジコンサート
教育情報センター12/23

▶�

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
軽
音
サ
ー
ク
ル

の
バ
ン
ド
演
奏

　「普段忙しくて運動する機会が少ない方
や、リフレッシュしたい方にスポーツを始
める良いきっかけになれば」と、さんぽく
スポーツ協会が企画した「気軽にスポーツ
体験」。今回は、「ボッチャ」を行いました。
寒い日でしたが体を動かすうちに参加者か
ら笑顔や歓声があがり、心地よい汗をかい
ていました。
　さんぽくスポーツ協会では、気軽に参加
できる企画を今後も計画していくそうです。

気軽にボッチャを体験
山北コミュニティセンター12/15 ◀「

ボ
ッ
チ
ャ
」
は
い
か
に
チ
ー
ム
球
を
的
球
に

　
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
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　神林地区公民館主催の新春囲碁・将棋大会が
開かれ、囲碁の部に７人、将棋の部に20人が参
加しました。
　穏やかなムードの中で大会がスタートしまし
たが、対局が進むにつれ、真剣勝負で会場は張
りつめた空気に。愛好者たちは新春恒例の大会
で腕を競い、白熱した盤面の戦いが繰り広げら
れました。
　結果は次のとおりです。
【囲碁の部】優勝　鈴木　民夫さん（小口川）
【将棋の部】優勝　三浦　久美男さん（瀬波温泉二丁目）

　今年の出初式は、昨年春に誕生した女性消防
団員で構成する広報指導分団「つくし隊」を先
頭に、分列行進と車両パレードで始まりました。
　式典では、中山消防団長が「今年も村上市の
火災ゼロを目指して活動していきます。高い目
標ですが頑張っていきましょう」とあいさつ。
　昨年は市内で17件の火災がありました。火や
暖房を使う際は十分注意して、火災予防を心が
けましょう。

一手にかける真剣勝負！ 出初式でつくし隊を先頭に行進
神林農村環境改善センター 教育情報センターほか

▶
緊
迫
し
た
空
気
の
中
、
対
局
が
進
む

▶
堂
々
た
る
広
報
指
導
分
団
の
行
進

1/8 1/7

　大須戸新春講演会が行われ、約50人が参加し
ました。講師の新潟お笑い集団N

ナ

AM
マ

AR
ラ

A代表
の江口歩さんが「地域活性化について」と題し
て講演。今の子どもたちを地域活動に巻き込み
ながら地域に関心を持たせ、将来Ｕターンした
いと思わせるような仕組みづくりが重要である
ことを、ユーモアを交えて話しました。
　主催した大須戸区の方は、「子どもが集落に
愛着を持ってくれるような取り組みをしていき
たい」と話してくれました。

笑いを交えて地域活性化について学ぶ
大須戸担い手センター

▶
江
口
歩
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演

1/8

　３シーズンぶりに12月中にオープンしたぶどう
スキー場。この日は「スキー・スノボ感謝の日」
ということで、小中学生のリフト料金が無料。大
勢の親子連れや、友達同士で訪れていた小中学生
たちがゲレンデを元気いっぱいに滑っていました。
　今シーズンの営業は、３月11日㈰までの予定です。
○今後のイベント予定 
　２月４日㈰　スノーフェスティバル 
　２月25日㈰　ゆるキャラまつり 
　３月11日㈰　感謝大抽選会

頂上からの景色も雪質も最高
ぶどうスキー場

▶
今
季
一
番
の
人
出
と
な
り
ま
し
た

1/14
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平
野
歩
夢
選
手
が
表
敬
訪
問

　

昨
年
12
月
28
日
㈭
、

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男

子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
代

表
に
内
定
し
た
村
上

市
出
身
の
平
野
歩
夢

選
手
が
、
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
報
道
記
者
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、

平
野
選
手
は
「
内
定
し
た
こ
と
で
、
安
心

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
練
習
が
で

き
る
の
で
良
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
今
以
上
の
高
さ
と
難
易
度
を
目
指
し

た
い
。
本
番
で
自
分
の
滑
り
を
す
れ
ば
メ

ダ
ル
は
取
れ
る
と
思

う
。
ソ
チ
の
銀
メ
ダ

ル
か
ら
、
そ
れ
以
上

（
金
メ
ダ
ル
）
し
か

狙
っ
て
い
な
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま

し
た
。

　

市
長
は
「
平
野
選

手
は
村
上
市
の
誇

り
、
今
や
日
本
の
誇

り
で
す
。
た
く
ま
し

　

就
学
援
助
制
度
の
申
請

　
　
　
　
　

を
受
け
付
け
ま
す

　

経
済
的
に
お
困
り
で
小
・
中
学
生
が
い
る

家
庭
を
対
象
に
、
学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど

の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
世
帯
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
援
助
を
受
け
て
い
た
世
帯
も
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
認
定
基
準

　

経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
で
、
平
成
29
年

分
の
世
帯
の
所
得
が
、
市
が
定
め
る
基
準
額

以
下
の
世
帯
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

　

①
就
学
援
助
申
請
書  

　

②�

申
請
者
（
保
護
者
）
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
） 

　

③�
申
請
者
（
保
護
者
）
の
個
人
番
号
確
認

書
類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー

ド
な
ど
）

 

■
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
教

育
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
な
り
、
滑
り
も
安
定
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
調
子
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

平
野
選
手
は
、
昨
年
３
月
に
左
膝
じ
ん

帯
の
損
傷
と
肝
臓
を
痛
め
る
大
怪
我
を
負

う
も
驚
異
的
な
回
復
力
で
競
技
に
復
帰

し
、
今
季
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、
圧
倒
的
な
技
で
２
連
勝
中
と
絶

好
調
。
精
神
的
に
も
、
技
術
的
に
も
成
長

し
続
け
る
平
野
選
手
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に

向
け
て
、
あ
と
必
要
な
も
の
は
、
皆
さ
ん

の
応
援
の
後
押
し
だ
け
で
す
。
全
市
民
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

競
技
予
定
日
（
日
本
時
間
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

［
予
選
］	

２
月
13
日
㈫

	

午
後
１
時
～

［
決
勝
］	

２
月
14
日
㈬

	

午
前
10
時
30
分
～

※�

競
技
当
日
、
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
予
定
し

て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　

☎
53
‐
２
４
４
６

　

申
請
書
は
各
学
校
・
学
校
教
育
課
ま
た
は

各
教
育
事
務
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

【
ラ
イ
フ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
入
園
入
学
」】
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

３
月
30
日
㈮

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
児
童
・
生
徒
に
配
布
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
学
指
定
校
の
変
更
を

　
　
　
　
　

希
望
す
る
場
合
は

　

市
で
は
、
住
所
に
よ
り
就
学
校
を
指
定
し

て
い
ま
す
が
、
家
庭
の
事
情
な
ど
相
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
に
は
、
就
学
指
定
校
の
変
更

を
認
め
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
教
育
総
務
室

　

☎
72
‐
６
８
８
２

平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
目
指
し
て

 
頑
張
れ
！ 

平
野
歩
夢
選
手

就
学
関
係
の
お
知
ら
せ
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地域包括支援センターだより

「認知症初期集中支援チーム」を結成
　市では、昨年12月から「認知症初期集中支援チーム」を結成しました。
これは、認知症の症状が悪化する前に適切な医療やケアにつなげること
や、認知症の人の介護者への支援強化を主な目的としたものです。認知
症サポート医として佐野医院の佐野克弘院長に協力をいただき、地域包
括支援センターの職員が、チームで支援を行います。

【どんなことをしてくれるの？】
　認知症に関する心配ごとや困りごとの相談を受け、チーム員が家庭訪
問などを通して、ご本人・ご家族の状況に合わせた医療機関の受診や介
護サービスの利用、ご家族の介護負担を軽減できるよう支援を行います。

【対象となる人は？】
　認知症が疑われる方や認知症の方で、「生活に支障が出ているが、必
要な医療や介護サービスを利用していない人」や「何らかのサービスを
利用しているが、認知症の症状が強く、周囲の人が対応に困っている人」
などです。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

　雪が降り始め積雪が多くなると、ひとり暮らしの高齢者など
は、家に閉じこもりがちになります。雪で足元が悪く、高齢者
用の押し車や電動カートなども使用できなくなり、外出しづら
くなるためです。
　高齢者だけの世帯では、冬場は日用品の買い物も困難になり、
外に出て近隣の人や友人と会う機会も減ってしまい、日ごろの
生活の様子がわかりにくくなります。
　現在、市内の高齢者のみの世帯は、約6,600世帯あります。
高齢者が、安心して住み慣れた地域に住み続けることができる
よう、町内や集落など地域の皆さんで、声かけやちょっとした
除雪の援助などの温かなご支援をお願いします。

例えば、
・ごみ出しなどの「ついでに」の協力が大きな支援につながります
・除雪車が通った後は、お互いさまの心で玄関など出入り口の除雪支援をお願いします
・配布物、回覧板などを届けるときは、声かけをお願いします
・夕方、家の明かりが点いているかの確認もさりげない支援です
・「風邪をひいていませんか」などの声かけも大きな見守りです

　お近くの高齢者の様子がいつもと違うなどの異変を感じた場合には、ご連絡をお願いします。

●問い合わせ　介護高齢課高齢福祉係　☎53−2111（内線367）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

お互いさまの心で

高齢者をみんなで見守りましょう
─ ２月は「高齢者見守り強化月間」です ─

相談窓口は地域包括支援
センターおよび各支所地
域振興課地域福祉室です

支援チームの認知症サポート医
佐野医院　佐野克弘院長

▲�老人クラブでは高齢者宅への「見守り
支え合い訪問」を実施しています
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　平成29年中の市内の火災発生件数は17件で、昨年より１件増加しました。火災種別では、
建物火災11件、車両火災３件、その他火災３件で、地区別では、村上地区６件、荒川地区
４件、神林地区２件、朝日地区３件、山北地区２件です。
　救急出動件数は2,676件で、前年より23件増加しました。主な内訳は、急病1,712件、一
般負傷322件、交通事故193件などです。救助出動件数は32件で、交通事故15件、水難事故
５件などがありました。

●問い合わせ　消防本部総務課　☎53−7221

※�その他の災害は「警戒」「水防」「土砂災害」「漏油事故」「調査」
「ポンプ車の救急出動」などです

災害種別 平成27年 平成28年 平成29年
火　災 22件 16件 　17件
救　急 2,604件 2,653件 2,676件
救　助 36件 36件 32件

その他の災害 176件 157件 175件

　会員が、交通事故に遭った場合に見舞金を支給する、県内全市町村で運営する
県民相互救済の制度です。自転車での自損事故も見舞金の対象となります。

加入できる人は
　・県内の市町村に居住している人
　・県外に居住していても県内の家族と生計が同一である人
会費や見舞金額
　・会　　費　１人　年額 500円
　・見舞金額　�交通災害に遭われた場合、３万円～150万円の見舞金が支給
　　　　　　　されます。（入通院の日数が７日以上で請求できます）
共済期間
　平成30年４月１日から平成31年３月31日まで
　※４月以降に申し込んだ場合は、その翌日から平成31年３月31日までとなります
申し込み方法
　２月中旬にパンフレット加入申込書を各世帯に配布します。加入を希望する場合は、加入申込書に必要
事項を記入の上、会費を添えて市内金融機関や町内会、市役所担当窓口で申し込んでください。
　※�配布時期や取りまとめ方法など、町内や集落によって異なる場合があります。詳しくは担当までお問
い合わせください

●問い合わせ　市民課生活人権室　☎53−2111（内線281）
　　　　　　　または各支所地域振興課市民生活室

みんなで安心　みんなの共済

平成29年中の市内の災害状況

もしもの場合に備えましょう
─ 平成30年度  新潟県交通災害共済の会員募集 ─

家族そろって
加入しましょ
う

島田翔太消防士 近藤楓消防士

救急出動件数が増えています

火の元に十分注意しましょう
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　ピアノ演奏や舞踊、ダンスなど、さまざまな活動を行っている皆さんが、日ごろ
の練習の成果を発表します。いずれも入場無料です。直接会場へお越しください。

　①ふゆの２
ふ

０
れ

１
あい

音楽祭
　　　と　き　２月11日（日・祝）　午前10時～
　　　ところ　市民ふれあいセンター　大ホール
　　　内　容　ピアノ演奏や合唱、アンサンブル、吹奏楽などの発表会

　②ふれあい芸能の祭典
　　　と　き　２月17日㈯　午前10時～
　　　ところ　市民ふれあいセンター　大ホール
　　　内　容　舞踊・民謡・大正琴などの発表会

　③ダンスおどろーよ！村上
　　　と　き　２月18日㈰　午前11時～
　　　ところ　市民ふれあいセンター　大ホール
　　　内　容　ＹＯＳＡＫＯＩソーラン、フラダンス、ヒップホップなどの発表会
　　　※同時開催　「むらかみマルシェ」　時間　午前10時～　ところ　ふれあいホール　

●問い合わせ　市民ふれあいセンター　☎52−0201

　　　荘厳なおしゃぎりとともに、三味線の音色をお楽しみください。

　　　と　き　３月３日㈯　［受付］午後５時～　［開演］午後６時～
　　　ところ　おしゃぎり会館
　　　定　員　限定80席（全席自由）
　　　出　演　史佳 Fumiyoshi　　賛助出演　高橋竹育　　
　　　入場料　一般 1,000円　小中高校生 500円
　　　　　　　※チケットはおしゃぎり会館、市民ふれあいセンターで取り扱っています　　　　　
　　　その他　・未就学児の入場はご遠慮ください。
　　　　　　　・第34回城下町村上に伝わるひな人形展も見学できます。
　　　　　　　　
●問い合わせ　おしゃぎり会館　☎52−1347　市民ふれあいセンター　☎52−0201

文化に親しむチャンス到来

村上文化祭2018

第17回おしゃぎり会館  和みの夕べ
三味線コンサート  史佳 Fumiyoshi ～親子共演〜
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月曜日	 ５日、19日、26日
第２金曜日（館内整理日）	 ９日
祝日振替休館日	 13日
蔵書点検による特別休館日	 20日～23日
※中央図書館の開館時間
　　火曜〜金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆中央図書館２月の休館日◆

【中央図書館新着図書】

◆　仮面の君に告ぐ（横
よこ

関
ぜき

大
だい

）
◆　キネマの天使（赤

あか

川
がわ

次
じ

郎
ろう

）
◆　俺はエージェント（大

おお

沢
さわ

在
あり

昌
まさ

）
◆　葵の残葉（奥

おく

山
やま

景
きょ う

布子
こ

）
◆　絶望の歌を唄え（堂

どう

場
ば

瞬
しゅんいち

一）
◆　卑劣犯[素行調査官]（笹

ささ

本
もと

稜
りょうへい

平）
◆　そのバケツでは水がくめない（飛

あすか

鳥井
い

千
ち

砂
さ

）

　

◆　全196カ国おうちで作れる世界のレシピ（本
もと

山
やま

尚
なお

義
よし

）
◆　99歳、ひとりを生きる。ケタ外れの好奇心で（堀

ほり

文
ふみ

子
こ

）
◆　名作なんか、こわくない（柚

ゆず

木
き

麻
あさ

子
こ

）
○　小学生英語イラストBOOK（能

のう

島
じま

久
く

美
み

江
え

／監修）
○　いみちぇん！ 10（あさばみゆき）
○　まほうの絵本屋さん（小

こ

手
で

鞠
まり

るい／作　高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

／絵）

◆…一般書
○…児童書

図 書 館 ひ ろ ば
村上市立中央図書館　☎53−7511

　中央図書館の雑誌の付録を、抽選で46人の方にプレゼン
トします。

▼応募期間　２月１日㈭～28日㈬
▼応募方法　�『図書館通信２月号』の裏面にある応募用紙に、必要事項を記入の上、市内図書館（室）、

または移動図書館車へ提出してください。（図書館休館日は除く）
　　　　　　※応募用紙は、図書館のホームページからもダウンロードできます
▼発　　表　３月中旬以降に当選者に連絡します。
▼そ の 他　①応募は図書館利用者カードをお持ちの方で、１人１点とさせていただきます。
　　　　　　　複数応募された場合は、全て無効となります。
　　　　　　②対象品は『図書館通信２月号』に掲載し、中央図書館内に実物を展示します。
　　　　　　③応募用紙の個人情報は、ご本人への連絡のみに使用し、連絡後は廃棄します。

　
今
回
は
、
山
北
地
区
で
活
動
す
る
川
村
悠ゆ

樹き

隊
員

か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
神
奈
川
県
を
出
て
、

平
成
29
年
の
４
月
に
単
身
で
山
北
地
区

に
移
住
し
ま
し
た
。
親
や
妹
と
離
れ
て

の
生
活
、
最
初
は
不
安
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
父
方
の
祖
父
母
は
じ

め
親
戚
が
村
上
地
区
に
住
ん
で
い
る
こ

と
、
大
学
時
代
に
山
北
地
区
に
調
査
実

習
で
訪
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
身
近

に
知
り
合
い
が
い
る
の
は
と
て
も
心
強

い
こ
と
で
し
た
。

　

市
報
や
新
聞
で
取
材
を
受
け
紙
面
に

掲
載
さ
れ
る
と
、
親
戚
が
「
記
事
見
た

よ
」
と
連
絡
を
く
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
山
北
地
区
や
市
内
を
歩
い

て
い
る
と
、
初
対
面
の
人
が
「
こ
の
間

新
聞
に
載
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
」
と
声

を
掛
け
て
く
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
直
接
知
り
合
い
で
は
な
い
人
で
も

見
守
り
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

仕
事
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
高
齢
者
の

買
い
物
支
援
」
は
、
と
て
も
大
き
な
課

題
で
難
し
い
取
り
組
み
で
す
。
そ
れ
で

も
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
の
は
、
親
切
に

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
い
る

か
ら
だ
と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
が
10
年
、
20
年
先
も
元
気

で
い
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

シリーズ復活

新
し
い
風
を
巻
き
起
こ
せ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信 

⑩
▲地域の人と一緒に活動する川村隊員（右）

●
問
い
合
わ
せ　

自
治
振
興
課
自
治
振
興
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

村上の温かい人たちが大好き

雑誌付録プレゼントのお知らせ



15　　2018.2.1　　市報むらかみ

人口 29,442人（△62）　 32,033人（△43）　計61,475人（△105）　 22,909世帯（△15）人口と世帯数（１月１日現在）
（　　）内は前月比

※12月11日から１月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています

氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所 氏名（ふりがな） 届出人 町内会名または住所

おたんじょう

おくやみ 
氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所 氏名 年齢 町内会名または住所

村上地区 　
野　ヨシ	 92 	 飯野二丁目
伊與部金夫	 82 	 長井町
大滝　和人	 88 	 下相川
髙橋　圭一	 85 	 泉町
太田　貞次	 83 	 早川
伊藤　ミサ	 95 	 小谷
渡邊　國治	 73 	 緑町三丁目
小川　 𠮷	 85 	 滝の前
大竹　榮子	 86 	 新町
加藤アサイ	 95 	 岩船上町
伊藤　裕己	 76 	 間島
原　錦三	 89 	 山居町一丁目
冨樫クニ子	 90 	 上の山
太田　作一	 75 	 上の山
佐藤キヱ子	 89 	 天神岡
寺澤　幸子	 76 	 山居町一丁目
鈴木　茂吉	 69 	 新町
鈴木　　稔	 61 	 山辺里
相馬トキ子	 76	 吉浦
近藤シマ子	 91	 四日市
森田　八郎	 95	 瀬波上町
板垣　義男	 85	 小町
太田　光雄	 88	 上片町
鈴木　　求	 61	 岩船下浜町
矢部　正人	 73	 肴町
山田　史雄	 83	 上片町
中村　凖子	 83	 山辺里
野重太郎	 88	 吉浦

荒川地区 　
小川小百合	 82	 海老江
橋本　榮治	 70	 羽ヶ榎
小林　四郎	 95	 大津
山田　久子	 86	 藤沢
村岡みつ江	 96	 大津
佐藤　忠一	 71	 中倉
信田久四郎	 89	 海老江
榎本　正秀	 85	 十文字
宮下　吉榮	 96	 金屋
稲垣　稟雄	 87	 坂町
齋藤　勝義	 63	 羽ヶ榎
神林地区 　
齋藤　幸治	 90	 塩谷
小池トクイ	 93	 平林
遠山　トリ	 97	 牛屋
大倉　ヌヱ	 95 	 松喜和
忠　　　至	 78	 指合
木村　イチ	 70	 平林
齋藤　克美	 67 	 河内
木村　シヅ	 97	 山屋
岸　　全策	 80	 北新保
齋藤トモ子	 76 	 平林
遠山　酉次	 95	 宿田
石田冨太郎	 84	 牛屋
津輕　美幸	 42	 葛籠山
本間　ミキ	 95	 小出
朝日地区 　
小田　ハル	 99	 釜杭
岡田　浩昭	 80	 蒲萄
本間　　修	 74	 布部

高橋　　功	 75	 十川
富樫　靜雄	 80 	 早稲田
富樫　通暎	 73	 早稲田
佐藤　　紀	 83	 布部
小池　順子	 86	 笹平
貝沼　健一	 68	 岩沢
岩倉　陽子	 71	 布部
鈴木　周榮	 70 	 猿沢
齋藤ナツ子	 89	 小揚
髙橋ヤヨイ	 91	 千縄
小田長右ェ門	 93	 薦川
小野スガオ	 103	 小川
菅原　美次	 64	 新屋
谷井　太一	 86	 下新保
佐藤　　浩	 70	 大場沢
佐藤　　弘	 81	 鵜渡路
山北地区 　
大滝　慶榮	 67	 北中
齋藤　明彦	 59	 下大蔵
齋藤　烈子	 84	 府屋浜町
佐籘　　玉	 91	 大沢
平方　節子	 94	 府屋学校町
大滝　　正	 65	 北中
遠藤仙之助	 90	 大代
齋藤マサ子	 97	 越沢
加藤チヤ子	 68	 大毎
大滝　 夫	 80	 北中
本間　洋子	 69	 温出
小川　幸雄	 55	 府屋本町
加藤　英子	 86	 大毎
平方　春志	 84	 岩石

村上地区 　　
都　和	（とわ）	 日高悠一朗	 片町
心　羽	（しんば）	 小田　光己	 山辺里
日花莉	（ひかり）	 井越　利徳	 三之町
康　介	（こうすけ）	 大滝甲子郎	 山居町二丁目
陽　詩	（ひなた）	 佐藤　隼人	 飯野三丁目
健　太	（けんた）	 稲 　智広	 山辺里
初　唯	（うい）	 五十嵐大和	 飯野二丁目
　花	 （はな）	 井上　　晃	 飯野三丁目
荒川地区 　　
玲　奈	（れな）	 嵐　　雅樹	 貝附
　蓮	 （れん）	 島津　　護	 下鍜冶屋

神林地区 　　
詩　葉	（うたは）	 押切　優司	 上助渕
康　太	（こうた）	 押切　優司	 上助渕
麻　央	（まお）	 鈴木　雅之	 新飯田
奏　斗	（かなと）	 木村　亮一	 七湊
千　梛	（ちな）	 板垣　直朗	 殿岡
朝日地区 　　
　柊	 （しゅう）	 渡辺顕太郎	 檜原
山北地区 　　
　祈	 （いのり）	 本間　隆一	 寝屋
煌　琥	（おうが）	 富樫　勝司	 朴平
郁　水	（あやみ）	 富樫　健二	 寝屋
健　跳	（けんと）	 富樫　健二	 寝屋



メールで情報をキャッチ！
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードを読み取る
だけで簡単アクセス
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今月の 市民キッズモデル

むらかみ情報ねっと・子育てメールマガジン
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集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学校入学
前までのお子さんの写真を募
集します。（市内在住者に限
ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日④保護者氏名
⑤電話番号⑥写真（５MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

QRコードで
アドレス読み取り

むらかみ

S IM L E

本間　陽
はるひ

音ちゃん（左）月
つき

柊
ひ

ちゃん（右）H28.１.18生まれ　H28.１.18生まれ
（布部）

今回の紙面を和ませてくれたのは、
舘腰保育園に通うこの２人！

山口 久
く

美
み

子
こ

ちゃん（左）美
み

香
か

子
こ

ちゃん（中）清
せい

丞
すけ

くん（右）

H27.５.９生まれ　H29.１.21生まれ　H2
5.２.23生まれ

（八日市）

佐藤　颯
さ

空
く

くん
H28.４.30生まれ（猿沢）

鈴木　愛
まな

都
と

くん（左）麗
うらら

ちゃん（右）
H27.９.14生まれ　H25.１.19生まれ

（飯野西）

編集後記

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

▶前回のソチオリンピックから４年。いよいよ平昌オリ
ンピックが今月９日㈮から開幕します。

　平野歩夢選手が出場（予定）するスノーボード男子ハーフパイプは、予
選が13日㈫の午後１時から、決勝が14日㈬の午前10時30分からです。村上
市の誇りである平野選手が金メダルを獲得できるように、みんなで応援し
ましょう。歩夢くん (*ﾉ´□`)ﾉガﾝバﾚｪｪｪｪ（斎藤）

ひかるちゃん
好物

夢

さくらんぼ

ドーナツ屋さん

　県内の中高生が「国際理解」ついて普段考えていること
をテーマに発表を行うコンテストが朱鷺メッセで開かれ、
荒川中学校２年生の２チームが中学生部門の最優秀賞と優
秀賞に輝きました。同一校によるＷ受賞は珍しいとのこと。
　最優秀賞の女子チームの大嶋夕

ゆずき

稀さんは「新たな視点で
身近な問題に目を向けることで、解決策を考え提案するこ
とができたので良かったです」と、優秀賞の男子チームの
佐藤圭

けい

さんは「休日に仲間と集まり、学習や練習を重ねた
成果が、結果として表れとてもうれしいです」と話してい
ました。

初参加で最優秀賞＆優秀賞獲得の快挙！
「国際理解教育プレゼンテーションコンテスト」
朱鷺メッセ
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ユーチューバ―

荒川中学校


